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階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 6回戦 7回戦 順位

52kg級
（17名）

松原　正之
（日　大）

● 判定
Ahmet Bilek
（トルコ）

○フ ォール
Oconnor

（アイルランド）

○ フォール
Nawab

（パキスタン）

○ フォール
Nikola Dimitrov
（ブルガリア）

○ 判定
Eliott Simons
（米国）

○ フォール
Paul Neff 
（西ドイツ）

○ 判定
Mohamad Ebrahim Saifpor

（イラン）
2位

57kg級
（19名）

浅井　正
（北日本砂鉄鉱

業）
ＢＹＥ

○ フォール
Luigi Chinazzo
（イタリア）

●フ ォール
Neydet Zalev
（ブルガリア）

○ 判定
Yaghoubi
（イラン）

○ 判定
Tauno Jaskari
（フィンランド）

4位

63kg級
（25名）

佐藤 多美治
（中　大）

○ 判定
Jan Zurawski
（ポーランド）

○ 判定
Muhamad Akhtar
（パキスタン）

○ フォール
Roberto Vallejo
（メキシコ）

○フ ォール
Khadem
（イラン）

● 判定
Wladimir　
Rubaschwili
（ソ連）

△ 引き分け
Mustafa Dagistanli

（トルコ）
4位

70kg級
（24名）

阿部　一男
（丸大洋紙店）

○ 判定
Gyula Toth
（ハンガリー）

○ フォール
Jan Kuczynski
（ポーランド）

● 判定
Shelby Autrie Wilson

（米国）

● フォール
Garibaldo Nizzola
（イタリア）

―

78kg級
（23名）

兼子　隆
（中大学友会）

○ フォール
Hasanov

（ブルガリア）

○ フォール
Berger

（オーストリア）

● フォール
Gaetano De Vescovi

（イタリア）

○ フォール
Heinz
（ドイツ）

● 判定
Ismail Ogan
（トルコ）

6位

87kg級
（19名）

永井　隆
（赤城印刷）

○ フォール
Hunt
（豪州）

○ 判定
Muhammad Faiz
（パキスタン）

● 判定
Geza Hoelloesi
（ハンガリー）

●フ ォール
Prodan Gardshev
（ブルガリア）

―

97kg級
（19名）

川野　俊一
（雪印物産）

○ 判定
Parsons
（豪州）

○ フォール
Daniel Oliver Brand

（米国）

● フォール
Gholamreza Takhti

（イラン）

● フォール
Hermanus van Zyl
（南アフリカ）

―

+97kg級
（17名）

石黒　馨
（日本通運）

● フォール
Savkus Dsarassov

（ソ連）

● フォール
Pietro Marascalchi
（イタリア）

―

階級
（出場選手数） 選手名 1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 5回戦 順位

52kg級
（18名）

平田　孝
（平田商店）

○フォール
Moscov

（ブルガリア）

●判定
Fabra

（イタリア）

○判定
Frannfors

（スウェーデン）

○フォール
Wilson
（米国）

●判定
Sayed

（アラブ連合）
4位

57kg級
（28名）

市口　政光
（関　大）

○フォール、11'40"
Lauchle
（米国）

○判定
Aly

（アラブ連合）

△引き分け
Knitter

（ポーランド）

○判定
Yasar Ilmaz
（トルコ）

●フォール
Oleg Karavaev
（ソ連）

―

63kg級
（25名）

高比良　政利
（拓　大）

●判定
Frej

（スウェーデン）

●フォール
Neumair
（ドイツ）

―

70kg級
（23名）

北村　光治
（山本商店）

○フォール
Benmansoul
（モロッコ）

●判定
Kyoesti Emil Lehtonen
（フィンランド）

△引き分け
Awariki
（レバノン）

△引き分け
Ernest Gondzik
（ポーランド）

5位

78kg級
（27名）

武田　幸彦
（中大ＯＢ）

○判定
Oomen

（ベルギー）

△引き分け
Ansboll

（デンマーク）

●フォール
Gamarnik
（ソ連）

―

87kg級
（24名）

青海　上
（明　大）

●フォール
Taranu

（ルーマニア）

●判定
Nichiels
（ベルギー）

―

97kg級
（17名）

石倉　俊太
（日本カーバイド）

●フォール
Popovici

（ルーマニア）

●判定
Wiesberger
（オーストリア）

―

+97kg級
（12名）

重岡　完治
（八幡製鉄）

●フォール
Bohumilt Kubat
（チェコスロバキア）

●フォール
Lucjan Sosnowski
（ポーランド）

―

※階級はkgで表示。当時の日本での呼称は、52＝フライ級、57＝バンタム級、62＝フェザー級、67＝ライト級、73＝ウエルター級、79＝ミドル級、
　87＝ライトヘビー級、+87＝ヘビー級

【フリースタイル】

【グレコローマン】

ローマ・オリンピック　日本選手成績
1960年 ８月26～ 31日＝フリースタイル、９月１～６日＝グレコローマン　イタリア・ローマ

1960

コーチ、全選手が選手村内の理髪店で頭を丸坊主

にしてふがいない成績を国民に対してわびた。八

田会長は報道陣に「何も学生みたいなことをしなく

ても、と笑うかもしれないが、やはりけじめをつけ

ることが必要です」と話した。

高校選手の米国遠征がスタート

　国内では9月8～ 10日に東京・青山レスリング会

館で行われた全日本学生選手権で中大が4階級制覇

する一方、日大が残る3階級で勝って台頭し始めた。

中大は12月5日に東京・青山レスリング会館で行わ

れた全日本学生王座決定戦でも関大を9－1で破り、

4年連続7度目の優勝を達成し、強さを見せた。

　12月3～ 4日（フリースタイル）と10～ 12日（グ

レコローマン）に分けて東京・青山レスリング会館

で行われた全日本選手権は、翌年6月に横浜で開催

されることが決まった世界選手権の第1次予選を

兼ねた。フリースタイルはライトヘビー級の川野

俊一（法大OB）が4連覇したほか、それ以外の7階級

は初優勝。グレコローマンは、出場1選手の階級を

含めて全8階級が初優勝となった。

　次世代選手の強化として、高校生の米国遠征を実

施した。当時、高校生の海外遠征は画期的なこと。

12月30日に横浜港を出発し、オクラホマ州やカリ

フォルニア州を転戦し、翌年2月8日に帰国した。

この日米交流は50年以上が経った現在までも続け

られている。第1回の遠征メンバーは下記の通り。

◇団　長 上野幸一

◇監　督 田巻二郎

◇コーチ 小林正好

◇選　手 池田武敏（愛知・名商大附）

  上武洋次郎（群馬・舘林）

  渡辺節男（山形・山形商）

  秋山行晴（東京・三商）

  中山信吾（新潟・新潟商）

  佐々木龍雄（秋田・秋田短大附）

金メダルを取れず、頭を剃ったスタッフ。左から笠原、八田、北野、笹原
（提供＝毎日新聞）

●フリースタイル

 フライ級 今泉雄策（中大）

 バンタム級 金子正明（専大）

 フェザー級 渡辺長武（中大）

 ライト級 三田　守（中大）

 ウエルター級 井川三千男（中大）

 ミドル級 石川忠男（日大）

 ライトヘビー級 川野俊一（法大OB）

 ヘビー級 尾形　武（拓大）

●グレコローマン

 フライ級 花原　勉（日体大）

 バンタム級 利　光紀（早大）

 フェザー級 村野　力（中大）

 ライト級 阿久津英紀（明大）

 ウエルター級 高橋秀夫（近大）

 ミドル級 波山竜美（明大）

 ライトヘビー級 高比良昭男（拓大OB）

 ヘビー級 杉山恒治（明大）

1960年　全日本選手権　【優勝者】（12月3～ 4日、東京・青山レスリング会館）


